
履歴書             2012年 10 月 01 日現在 

ふりがな                           えびさわ       ちふゆ 

氏  名 

中村（旧姓：海老澤）千冬 
出身地 

東京都品川区 

年齢 

 （満 ３５ 歳） 

※ 

男 ・ 女 

参加した NICEボランティア 分野 

国際ワークキャンプ 地域の環境整備（イスラエル）、教育（イギリス） 満足度 

場所  

（国・市町村まで記入） 
イスラエル・Ｈaifa、 イギリス・Bradford 95％ 

受け入れ団体  
イスラエル：Baladna(Association for Arab Youth) 

イギリス：SCI 

活動のやりがい度 

90％ 

 
年齢 経歴 

２４歳 筑波大学大学院教育研究科 卒業 

 東京都の特別支援学校の教員になる。 

２５歳 教員２年目の夏、有給休暇でイスラエルのワークキャンプに参加（３週間）。 

２８歳 教員５年目の夏、有給休暇でイギリスでのワークキャンプに参加（２週間）。 

３０歳 結婚、出産 

 現在、育児休暇中で２児の子育てをしつつ、来年の職場復帰に向けてリハビリ？中… 

  

  

  

  

趣味・特技 アカペラコーラスを１０年以上続けています… 

座右の銘 一期一会 

参加までの旅行経験・ボランティア経験 

１週間程度の海外旅行は数回。 

国内での子どもキャンプや障がい児施設でのボランティアは複数回参加。 

 

記入上の注意 １：鉛筆以外の黒または青の筆記具で記入。２：数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。 

３：※印のところは、該当するものを○で囲む。 

こんなボランティアでした 

イスラエル：アラブ人街のコミュニティセンター作りや環境美化の手伝い（家や道路の塗装など）、 

地域の子ども会活動の手伝い 

イギリス：市内の障がい児施設で子どもたちと遊ぶ、地域のコミュニティセンターで子ども達と遊ぶ 

 
 

 
 

    
     

  
  
  



 

志望動機 

学生の時から海外ボランティアに関心がありましたが、大学内外のボランティアやサークル活動に忙しく 

実現せぬまま卒業し就職しました。就職して２年目の夏は、研修ずくめだった１年目と異なり、自分裁量 

の部分が多かったので、自分のやりたいことにチャレンジしたい！休みを使いたい！と思うようになり、 

インターネットで調べ、ＮＩＣＥを知りました。中学生のころから平和問題や宗教問題に興味があったこ 

ともあり、イスラエルを選びました。３年後にイギリスを選んだのは、より自分の仕事の専門性と関係す 

るものにして、海外の障がい児教育や福祉について知りたい、と思ったからです。 
 

行くまでに心配だったこと（どう乗り越えたか） 

イスラエルは、歴史が複雑なので、本を何冊か読んでおさらいしておきました。英語も流暢ではなかった 

ので、出発前に英会話の本を読んだり、リスニングしたりしてできるだけ慣れておこうと努めました。 

イスラエルは安全面での不安はたくさんありましたが、本や外務省情報を見たり、現地の人と話をして 

注意することを聞いたりしました。 
 

家族・友人・学校・職場の反応（私はこうやって説得した！） 

とくに反対されることはありませんでした。職場も仕事を片付けてからいったので、大丈夫でした！ 

イスラエルに行くにあたっては、家族の心配は感じたので、現地での連絡先、滞在予定先をしっかり伝え、 

現地でも定期的に公衆電話で連絡しました（まだ携帯を海外で気軽に使えなかった時代です…） 
 

ワークキャンプとその後の人生（進路決定、参加経験が役立っていること等） 

異文化・異言語社会に飛び込んでいったことで、自分の意思やポリシーをしっかり持ち、それを自分以外 

の人に明確に表現できることの大切さを学びました。欧米からの参加者ばかりでしたが、年下の人でも自 

分の意思や考えを臆することなく堂々と示していて、典型的な「日本人」だった自分にはとても刺激的な 

環境でした。英語が流暢でなくても堂々と「伝えよう」とすれば、周囲はちゃんと耳を傾けてくれたので、 

「表現しようとする“中身”や姿勢が重要なのだ」と感じました。イスラエルでは民族間対立の問題の根 

深さを目の当たりしましたが、だからこそ地道な教育や一人間同士の草の根的な交わりの積み重ねが大事 

とも痛感し、自分も生涯通して何らかの活動に携わっていこうと思うようになりました。 
 

成長ダイアグラム ※ これから参加を考えている人へ、熱いメッセージを♪ 

 １）実務的

な知識・ス

 

４）進路・目標 

５）社会への考

えや価値観 

２）人・社会と

やっていく力 
６）その後の人

生に活きた人脈 

３）自分でやっ

ていける力 

1 
2 

3 
4 

5 

 

なかなか社会人になると休暇を取りにくく、参加しづ

らいと思いますが、「行きたい時が行き時！」と思っ

て簡単にあきらめずに、決行してみて下さい☆私はた

またま数週間行かせてもらえましたが、１週間でも数

日間でも、本人の気持ちと姿勢次第で充実したものに

なると思います！英語が流暢でなくても、英語が苦手

な人はＥＵからの参加者にもいたので（笑）、とにか

く堂々と「何でも楽しむ」気持ちがあれば大丈夫！笑

い声が一番のコミュニケーション言語でした！ 

※成長ダイアグラム（５＝とても得るものがあった・良くなった。４＝まあまあ得るものがあった・良くなった。３＝前と変わらなかった。影響なし。２＝前よりもや

や劣るようになった・悪くなった。１＝前よりもずっと劣るようになった・悪くなった。） 


